
生徒が授業や実習で学んだ知識や技術を活用し、近隣の幼稚園や保育所の

園児達に、トウモロコシやジャガイモ、サツマイモ等の野菜の植え付けから

収穫までの栽培指導を行っている。指導の際は、手作り紙芝居でわかりやす

く指導するなど、工夫しながら指導も行っており、園児はこの栽培交流を通

して、収穫の喜びや感動を体験し、生命の大切さや農業の楽しさを学ぶこと

ができる交流活動となっている。また、栽培した野菜は、藤岡市学校給食セ

ンターに提供し、藤岡市内の全小中学校に給食の食材として利用されており、

野菜を栽培した生徒が中学校等を訪れ、それらの給食を一緒に食べながら、

栽培のポイントや苦労話を説明する給食交流も実施している。

園児や小中学生は、これらの栽培交流や、給食交流を体験することにより、

地元の農産物や食文化に関心を持つようになるとともに、「地産地消」の推

進にも繋がっている。また、顔の見える生産者が作る安心した地元産の農産

物を利用した学校給食は、地域の食と農の再生や、活性化にも貢献している。

その他、栽培した野菜を使用したメニューの開発を飲食店と連携して行っ

たり、藤岡市の観光キャンペーンにも参加するなど、地域活性化にも貢献し

ている。

学 生 部 門

平成２８年度受賞 群馬県立藤岡北高等学校

～活動報告～

活動を始めた時期：平成２１年７月 推薦：群馬県立藤岡北高等学校長
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活動の様子

給食交流

サツマイモの植え付け

紙芝居による指導


